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【
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
史
料
】�

　
歴
史
は
、
む
や
み
に
推
論
す
る
こ
と
は
慎
む

べ
き
で
す
が
、
幾
つ
か
の
史
料
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
と
豊
か
な
造
形
と
ロ
マ
ン
を
な
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
ご
ろ
、
本
館
所
蔵
の
「
紀

州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
」
に
、
興
味

深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
二
百
年
余
り
前
の
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
に
山
本
源
五
郎
家
か
ら
和
歌
山

藩
に
差
し
出
さ
れ
た
系
譜
で
「
遠
祖
清
和
源
氏

山
本
遠
江
守
義
定
ニ
而
御
座
候
」
と
の
記
述
で

す
。
更
に
調
べ
て
み
ま
す
と
、
同
じ
享
和
元
年

の
山
本
善
蔵
家
の
系
譜
に
は
「
箕
浦
冠
者
義
明

末
孫
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
藩
で
の

両
家
の
初
代
は
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
由
緒
は

同
じ
と
み
ら
れ
ま
す
。�

　
清
和
源
氏
山
本
遠
江
守
義
定
と
箕
浦
冠
者
義

明
か
ら
は
、
歴
史
上
の
興
味
深
い
人
物
が
浮
か

び
上
っ
て
き
ま
す
。�

�����������

　
そ
れ
は
、
今
か
ら
八
百
年
余
り
前
の
源
平
合

戦
の
頃
、
吾
妻
鏡
・
平
家
物
語
・
玉
葉
な
ど
に

記
さ
れ
、
歴
史
に
そ
の
名
を
と
ど
め
な
が
ら
、

あ
る
時
を
境
に
忽
然
と
歴
史
か
ら
消
え
た
近
江

源
氏
山
本
義
経
で
す
。�

　
系
図
に
は
、
他
か
ら
借
用
し
て
捏
造
さ
れ
て

い
る
も
の
も
間
々
あ
り
ま
す
が
、
社
会
の
安
定

し
た
江
戸
中
期
の
和
歌
山
藩
士
の
系
譜
は
、
「
遠

祖
不
知
」
と
記
し
た
も
の
が
多
く
、「
水
難
ニ
而

流
失
」「
曽
祖
父
○
○
村
百
姓
ニ
而
」
な
ど
実
際

的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
蔵
す

る
他
の
山
本
家
の
系
譜
に
は
、
同
様
の
記
述
は

認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
す

る
と
、
先
の
山
本
両
家
の
系
譜
は
、
家
伝
を
単

に
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。�

　
近
江
源
氏
の
先
研
究
に
は
「
清
和
源
氏
の
全

家
系
」
（
奥
野
敬
之
氏
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

【
二
人
の
義
経
】�

　
義
経
と
い
え
ば
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
の�

は
、
源
頼
朝
の
弟
で
あ
る
源
義
経
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
同
じ
時
代
を
生
き
た
も
う
一
人
の
源

義
経
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
近
江
源
氏
山
本
義

経
で
す
。
和
歌
山
藩
士
の
系
譜
に
記
さ
れ
た
清

和
源
氏
山
本
遠
江
守
義
定
は
、
山
本
義
経
の
父

で
あ
り
、
箕
浦
冠
者
義
明
は
、
子
供
に
あ
た
る

と
み
ら
れ
ま
す
。�

　
近
江
源
氏
山
本
氏
の
由
来
地
は
、
滋
賀
県
内

の
他
所
に
も
あ
り
ま
す
が
、
「
近
江
東
浅
井
郡

志
」
で
は
、
源
頼
義
の
三
男 

新
羅
三
郎
義
光
の

系
譜
を
引
く
山
本
義
定
・
義
経
親
子
の
頃
に
、

近
江
国
東
浅
井
郡
の
山
本
山
に
築
城
し
、
山
本

氏
と
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　�

　
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
三
条
高
倉
宮
以

仁
王
の
平
氏
追
討
の
令
旨
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
令
旨
は
、
和
歌
山
に
ゆ
か
り
の
深
い
源
行

家
（
新
宮
十
郎
）
に
よ
っ
て
、
諸
国
の
源
氏
に

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
治
承
四
年
八
月
十
七
日
に

源
頼
朝
が
伊
豆
国
で
挙
兵
、
九
月
七
日
に
木
曾

義
仲
が
信
濃
国
で
挙
兵
、
十
一
月
七
日
に
源
行

家
が
熊
野
の
軍
勢
と
と
も
に
尾
張
で
東
進
す
る

平
氏
軍
の
前
面
に
立
ち
ふ
さ
が
り
ま
す
。
同
月

二
十
日
に
近
江
源
氏
山
本
義
経
・
柏
木
義
兼
ら

が
勢
多
（
大
津
）
と
野
路
（
草
津
）
で
挙
兵
し

ま
す
。
源
行
家
の
平
氏
軍
の
前
面
へ
の
進
出
と

山
本
義
経
ら
の
背
後
で
の
挙
兵
は
、
呼
応
し
て

な
さ
れ
た
密
接
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。�

　
平
氏
追
討
に
挙
兵
し
た
源
頼
朝
・
木
曾
義�

仲
・
源
行
家
・
山
本
義
経
ら
は
、
河
内
国
石
川

郡
壷
井
（
現:

大
阪
府
羽
曳
野
市
）
に
起
こ
っ

た
河
内
源
氏
源
頼
信
・
頼
義
に
連
な
る
一
門
で

す
。�

　
治
承
四
年
十
二
月
に
山
本
義
経
の
山
本
城�

は
、
平
知
盛
ら
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
こ
と

が
吾
妻
鏡
や
平
家
物
語
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
山
本
義
経
は
、
鎌
倉
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
頃
、
奥
州
に
い
た
源
義
経
も

鎌
倉
に
参
着
し
て
い
ま
す
。
奇
し
く
も
、
同
じ

時
期
に
源
頼
義
の
子
供
義
光
四
代
目
と
義
家
五

代
目
の
二
人
の
義
経
が
鎌
倉
に
い
ま
す
。�

　
源
行
家
は
、
甲
斐
源
氏
武
田
氏
の
力
を
借
り

て
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
信
濃
に
ま
わ

り
、
木
曾
義
仲
と
と
も
に
寿
永
二
年
（
一
一
八

三
）
七
月
に
京
の
都
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
、
山
本
義
経
も
入
洛
し
、
四
条
よ
り
西
、
九

条
よ
り
北
、
朱
雀
よ
り
西
、
丹
波
の
境
奥
に
至

る
区
域
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

木
曾
義
仲
軍
の
規
律
は
ゆ
る
く
、
横
暴
な
振
る

舞
い
で
都
は
混
乱
し
ま
す
。
間
も
な
く
木
曾
義

仲
と
源
行
家
が
不
仲
に
な
り
、
源
行
家
は
別
行

動
を
取
り
は
じ
め
ま
す
。
同
じ
頃
に
、
山
本
義

経
も
木
曾
義
仲
と
袂
を
分
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
寿
永
三
年
十
二
月
に
は
、
源
頼
朝
の
命
を
う

け
た
源
義
経
に
、
木
曾
義
仲
（
征
夷
大
将
軍
）

が
宇
治
で
大
敗
し
ま
す
。
こ
の
戦
い
に
は
、
何

故
か
山
本
義
経
の
名
は
な
く
、
子
の
義
弘
の
出

奔
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
源
義
経
が

入
洛
し
、
歴
史
に
颯
爽
と
登
場
す
る
と
、
入
れ

替
わ
る
よ
う
に
山
本
義
経
が
歴
史
の
記
録
か
ら

消
え
て
ゆ
き
ま
す
（
近
江
東
浅
井
郡
志
等
）
。�

　
こ
の
た
め
に
か
、
山
本
義
経
と
源
義
経
が
同

一
人
物
だ
と
の
説
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。�

【
そ
れ
か
ら
の
義
経
】�

　
源
行
家
は
、
二
人
の
義
経
の
運
命
と
深
く
か

か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
源
行
家
は
、
木
曾

義
仲
と
不
仲
に
な
り
、
別
行
動
を
と
っ
て
、
寿

永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月
に
播
磨
室
山
（
兵

庫
県
）
の
合
戦
で
平
氏
軍
に
敗
れ
て
い
ま
す
。

源
行
家
は
、
都
に
戻
ら
ず
、
勢
力
下
に
あ
っ
た

和
泉
地
方
を
め
ざ
し
船
で
吹
飯
浦
（
現:

岬
町
）

に
上
が
り
、
河
内
長
野
城
に
籠
も
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
和
泉
・
河
内
は
、
源
行
家
の
支
配

地
で
あ
り
先
祖
の
地
で
す
。
ま
た
、
姉
で
あ
る

鳥
居
禅
尼
（
た
つ
た
は
ら
の
女
房
）
の
縁
で
つ

な
が
る
熊
野
の
勢
力
を
有
す
る
紀
州
と
接
す
る

地
の
利
を
得
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。�
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風
景
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史
⑥

風
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の
歴
史
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史
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史
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山
本
義
経
は
、
源
行
家
と
前
後
し
て
木
曾
義

仲
と
袂
を
分
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
ま
で
行
動

を
共
に
し
て
き
た
源
行
家
の
勢
力
下
に
あ
り
、

先
祖
の
地
で
も
あ
る
河
内
・
和
泉
に
向
け
て
身

を
寄
せ
た
と
し
て
も
頷
け
ま
す
。
そ
の
後
に
お

い
て
、
源
行
家
は
、
木
曾
義
仲
と
の
対
立
を
深

め
、
木
曾
義
仲
旗
下
の
武
将
樋
口
兼
光
に
攻
め

ら
れ
、
高
野
山
に
逃
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
、
山
本
義
経
も
身
を
寄
せ
て
い
た
河�

内
・
和
泉
の
地
域
を
離
れ
、
和
泉
山
脈
を
越
え

て
、
紀
州
野
上
庄
に
身
を
寄
せ
た
と
し
て
も
当

然
の
成
り
行
き
で
し
ょ
う
。
野
上
庄
は
、
天
然

の
要
害
で
あ
る
和
泉
山
脈
・
紀
ノ
川
を
越
え
た

と
こ
ろ
に
あ
り
、
高
野
山
領
の
神
野
荘
・
猿
川

荘
を
へ
て
高
野
山
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
野
山
か
ら
は
急
峻
な
紀
伊
山
地
に
守
ら
れ
て

熊
野
へ
続
い
て
い
ま
す
。
今
か
ら
二
百
年
余
り

前
に
、
和
歌
山
藩
に
差
し
出
さ
れ
た
系
譜
は
、

そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。�

　
木
曾
義
仲
は
、
源
義
経
ら
に
追
わ
れ
、
元
暦

元
年
（
一
一
八
四
）
一
月
に
粟
津
で
敗
死
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
木
曾
義
仲
が
京
の
都
に
入
っ
て

か
ら
半
年
余
り
の
出
来
事
で
す
。�

　
木
曾
義
仲
を
討
っ
た
源
義
経
は
、
平
家
追
討

に
転
戦
し
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
三
月
十

四
日
、
源
氏
に
味
方
し
た
熊
野
水
軍
も
参
戦
し

て
壇
ノ
浦
に
平
家
を
滅
ぼ
し
ま
す
。
し
か
し
、

源
義
経
の
颯
爽
た
る
活
躍
の
陰
で
、
時
代
は
新

た
な
方
向
に
動
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
都
で
喝

采
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
源
義
経
は
、
天

下
を
狙
う
源
頼
朝
に
と
っ
て
は
、
疎
ま
し
い
存

在
に
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
平
家
滅
亡
後
に
、
源
義
経
・
源
行
家
ら
は
、

源
頼
朝
と
の
対
立
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
文
治

元
年
（
一
一
八
五
）
十
一
月
に
は
、
源
義
経
・

源
行
家
ら
は
、
西
国
に
逃
れ
よ
う
と
し
ま
す
が
、

摂
津
の
大
物
浦
（
現:

尼
崎
市
）
で
難
破
し
、

小
船
で
支
配
地
で
あ
る
和
泉
浦
を
め
ざ
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
二

月
に
は
、
源
義
経
と
源
行
家
の
捜
捕
を
命
じ
る

宣
旨
が
熊
野
・
金
剛
山
と
大
和
・
河
内
・
伊
賀
・

伊
勢
・
紀
伊
・
阿
波
の
国
司
に
だ
さ
れ
ま
す
。�
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源
行
家
は
、
熊
野
に
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
和
泉

の
大
木
郷
で
捕
ら
わ
れ
た
と
も
、
小
木
郷
（
現:

貝
塚
市
）
で
討
た
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
木
曾
義
仲
の
敗
死
か
ら
二
年

余
り
の
出
来
事
で
す
。
源
義
経
は
、
源
行
家
が

討
た
れ
た
同
じ
年
の
文
治
二
年
に
愛
す
る
静
御

前
と
吉
野
で
別
れ
を
つ
げ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
の�

����������������������������

源
義
経
は
、
活
路
を
求
め
て
奥
州
に
逃
れ
、�

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
四
月
三
十
日
に
奥
州�

衣
川
（
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
）
で
討
た
れ

ま
す
。
源
平
合
戦
は
、
わ
ず
か
の
間
に
目
ま
ぐ

る
し
い
展
開
を
み
せ
た
和
歌
山
県
に
か
か
わ
り

の
深
い
壮
大
な
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。
こ
の
ド
ラ

マ
は
、
南
北
朝
の
争
乱
へ
と
続
き
ま
す
。�

�
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【
山
本
義
経
の
足
跡
】�

　
近
江
源
氏
山
本
氏
の
足
跡
は
、
法
然
上
人
の

熊
野
詣
の
記
録
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。�

熊
野
詣
は
、
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
の
権
大

納
言
藤
原
師
通
の
参
詣
が
貴
族
層
に
広
ま
っ
た

こ
と
が
盛
行
の
き
っ
か
け
で
、
上
皇
の
行
幸
も

多
く
、
後
白
河
上
皇
は
三
十
三
回
に
及
ん
で
い

ま
す
。
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
九
月
に
後
白

河
上
皇
が
熊
野
に
行
幸
し
た
同
じ
年
、
浄
土
宗

の
開
祖
法
然
上
人
も
熊
野
に
参
籠
な
さ
れ
た
と

み
ら
れ
ま
す
。
浄
土
宗
大
辞
典
に
は
、
江
戸
時

代
中
期
（
元
禄
十
一
年
）
の
『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』

を
う
け
て
「
和
歌
山
県
海
南
市
沖
野
々
。
月
光

山
勢
至
院
。
一
一
八
七
年
（
文
治
三
年
）
法
然

上
人
が
熊
野
権
現
参
籠
の
途
次
、
粉
河
寺
で
教

化
さ
れ
、
つ
い
で
沖
野
々
村
に
山
本
義
明
（
箕

浦
冠
者
） 

中
村
庄
司
な
ど
の
帰
依
を
う
け
て
念

仏
道
場
を
建
立
し
た
の
が
開
創
と
い
わ
れ
る
。

一
六
七
六
年
（
延
宝
四
）
知
恩
院
三
十
八
世�

����������������

玄
誉
萬
無
が
中
興
開
山
と
し
て
宗
祖
の
旧
跡
を

相
続
。
紀
州
公
の
崇
敬
も
厚
く
、
寺
格
一
万
石
、

末
寺
二
八
箇
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
光

山
勢
至
院
は
、
寺
名
を
「
法
然
寺
」
と
い
い
ま

す
。
寺
に
は
、
法
然
上
人
か
ら
阿
弥
陀
如
来
像

を
贈
ら
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、
お
使
い
の
感

西
上
人
は
仏
像
な
ど
を
と
ど
け
て
熊
野
参
詣
に

向
か
い
、
有
田
郡
西
ケ
嶺
の
浄
土
寺
を
開
基
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
金
屋
町
史
）
。
こ
こ
に

記
さ
れ
る
山
本
義
明
（
箕
浦
冠
者
）
は
、
先
に

示
し
た
和
歌
山
藩
士
の
系
譜
に
記
さ
れ
た
人
物

と
在
所
な
ど
か
ら
同
じ
と
み
ら
れ
ま
す
。
寺
に

は
、
山
本
義
経
が
陣
中
で
念
じ
て
い
た
と
さ
れ

る
持
念
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寺

の
所
在
地
は
、
源
平
合
戦
の
頃
に
は
野
上
庄
と

い
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
中
村
庄
司
と
は
、
岩
清

水
八
幡
宮
の
荘
園
で
あ
っ
た
野
上
庄
の
中
村
に

い
た
「
庄
司
」
で
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の

頃
の
紀
州
で
は
、
各
庄
（
荘
）
に
名
主
と
号
し
、

庄
司
（
荘
司
）
殿
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
い
て
、

こ
れ
を
主
君
の
よ
う
に
仰
い
で
い
ま
す
。�

　
法
然
上
人
は
、
野
上
庄
を
二
度
訪
れ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
二
十
年
後
に
、

法
然
上
人
は
「
建
永
の
法
難
」
を
受
け
て
、
承

元
元
年
（
一
二
〇
七
）
に
流
罪
（
流
罪
地
は
土

佐
）
と
な
っ
て
讃
岐
ま
で
行
か
れ
ま
す
。
そ
の

年
の
内
に
「
畿
内
洛
外
往
還
の
勅
免
」
で
赦
免

さ
れ
、
帰
洛
の
途
次
に
乗
っ
て
い
た
船
が
暴
風

雨
に
あ
っ
て
、
大
川
浦
（
和
歌
山
市
大
川
）
に

あ
が
ら
れ
ま
す
。
こ
の
出
来
事
は
、
す
ぐ
に
野

上
庄
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
山
本
義
明

と
中
村
庄
司
が
、
法
然
上
人
を
迎
え
に
い
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
川
浦
は
、
和
泉
山

脈
を
越
え
た
北
側
に
あ
り
、
野
上
庄
か
ら
は
遠

隔
の
地
で
す
。
大
川
浦
に
は
、
吉
宗
公
が
和
歌

山
藩
主
に
な
る
前
に
刺
客
か
ら
身
を
隠
し
て
潜

ん
だ
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

江
戸
時
代
に
は
、
和
歌
山
城
下
か
ら
も
隔
絶
さ

れ
た
地
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
当
然
に
、

八
百
年
余
り
も
前
の
こ
と
、
野
上
庄
と
は
さ
ら

に
隔
絶
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

地
理
的
な
関
係
に
あ
る
大
川
浦
か
ら
何
故
に
野

上
庄
に
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
を
解
く
カ
ギ
が
江
戸
時
代
に
編
纂
さ�

れ
た
「
紀
伊
続
風
土
記
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
同
書
の
大
川
浦
の
旧
家
の
段
に
「
享

和
の
頃
（
一
八
〇
一
〜
一
八
〇
三
）
其
家
の
棟

木
に
古
き
箱
を
打
着
た
る
を
見
出
せ
り
、
取
て

開
き
視
る
に
木
曾
義
仲
旗
下
の
士
太
夫
坊
覚
明

の
書
翰
な
り
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
旧
家

は
、
法
然
上
人
が
大
川
浦
に
上
が
ら
れ
た
際
に

お
世
話
を
し
た
家
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

太
夫
坊
覚
明
と
は
、
木
曾
義
仲
へ
の
比
叡
山
の

協
力
を
取
り
付
け
た
人
物
で
す
。
こ
の
人
物
は
、

平
清
盛
に
追
わ
れ
、
源
行
家
と
行
動
を
と
も
に

し
、
後
に
木
曾
義
仲
の
傘
下
に
入
り
祐
筆
と
な

っ
て
、
太
夫
坊
覚
明
と
名
乗
り
ま
す
。
し
か
し
、

木
曾
義
仲
の
敗
死
に
よ
っ
て
、
比
叡
山
に
登
り

慈
円
の
門
に
入
っ
て
浄
寛
と
称
し
ま
す
。
後
に

親
鸞
に
接
し
て
吉
水
の
源
空
（
法
然
上
人
）
の

弟
子
に
な
り
西
仏
と
称
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、

親
鸞
の
弟
子
に
な
り
、
著
作
も
残
し
て
い
ま
す

（
国
書
人
名
辞
典
等
）。�

�������

　
発
見
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
「
木
曾
義
仲
旗
下
」

と
あ
り
、
太
夫
坊
覚
明
が
木
曾
義
仲
と
共
に
あ

っ
た
と
き
の
も
の
で
す
。
よ
っ
て
、
山
本
義
経

と
同
様
に
、
木
曾
義
仲
に
か
か
わ
り
な
が
ら
生

き
延
び
た
人
物
が
、
大
川
浦
に
も
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
野
上
庄
の
山
本
一
族
と
大
川
浦

の
人
物
は
、
常
に
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
故
、
法
然
上
人
が
大
川
浦
に

上
が
ら
れ
た
情
報
が
野
上
庄
に
も
た
ら
さ
れ
、

争
い
も
な
く
、
山
本
義
明
と
中
村
庄
司
に
よ
っ

て
、
法
然
上
人
を
野
上
庄
へ
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。�

　
近
江
源
氏
山
本
義
経
は
、
木
曾
義
仲
軍
に
攻

め
ら
れ
て
高
野
山
に
逃
れ
た
源
行
家
と
同
じ
頃

に
紀
州
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
山
本
義
経

に
は
、
源
頼
朝
と
敵
対
し
た
記
録
は
み
え
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を

隠
し
、
子
の
義
弘
も
出
奔
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
木
曾
義
仲
が
討
た
れ
て
一
ヶ
月
余
り
後

に
、
富
士
川
の
戦
で
武
功
の
あ
っ
た
甲
斐
源
氏

の
後
継
者
武
田
忠
頼
と
子
ら
が
頼
朝
に
謀
反
の

嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
殺
さ
れ
こ
と
が
作
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
事
件
は
、

甲
斐
源
氏
と
同
じ
新
羅
三
郎
義
光
の
家
系
に
あ

る
山
本
義
経
に
は
、
身
の
保
全
策
を
要
す
る
ほ

ど
に
情
勢
が
厳
し
く
み
え
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
源
頼
朝
は
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）

に
対
立
を
深
め
た
源
義
経
と
源
行
家
の
捜
捕
を

命
じ
る
宣
旨
を
発
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
山
本
義

経
に
向
け
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
同
じ

「
源
氏
」
の
「
義
経
」
と
呼
ば
れ
、
源
行
家
と

行
動
を
と
も
に
し
た
者
と
し
て
は
、
危
惧
す
る

も
の
が
あ
つ
た
で
し
ょ
う
。
同
じ
時
代
を
生
き

た
「
二
人
の
義
経
」
は
、
際
立
っ
た
違
い
を
み

せ
て
歴
史
か
ら
去
っ
て
い
き
ま
す
。�

文書館だより�

４�

月光山勢至院法然寺の山門と古木の桜（海南市）�

「
山
本
義
経
の
持
念
仏
（
法
然
寺
安
置
）」�



【
紀
州
の
山
本
氏
】�

　
紀
州
に
お
い
て
、
山
本
氏
が
歴
史
記
録
に
現

れ
る
の
は
南
北
朝
時
代
の
こ
と
で
す
。
二
人
の

義
経
が
歴
史
か
ら
去
っ
て
百
七
十
年
余
り
が
た

っ
て
い
ま
す
。
太
平
記
の
紀
州
龍
門
山
軍
事
の

段
に
、
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
四
條
中
納
言

隆
俊
が
紀
伊
国
最
初
峯
に
陣
を
取
る
と
あ
り
、

紀
州
の
諸
族
と
し
て
「
野
上
・
山
東
・
貴
志
・

山
本
・
恩
地
・
牲
川
・
志
宇
津
・
禿
」
と
記
さ

れ
、
別
段
に
「
恩
地
・
牲
川
・
貴
志
・
湯
浅
・

田
邊
の
別
当
・
山
本
判
官
半
時
も
支
え
ず
龍
門

の
陣
を
落
と
さ
れ
安
瀬
川
城
へ
ぞ
籠
も
り
け
る
」

と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
山
本
氏
は
、

熊
野
八
荘
司
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
和
歌

山
県
史
）
。
山
本
氏
は
、
歴
史
に
名
を
残
す
ほ

ど
の
豪
族
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
さ

れ
た
記
録
が
少
な
い
た
め
に
、
南
北
朝
以
前
の

系
譜
が
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
で
す
。
山
本
氏

と
同
じ
よ
う
に
熊
野
八
荘
司
の
一
つ
と
さ
れ
る

湯
河
（
川
）
氏
は
、
甲
斐
源
氏
武
田
氏
を
祖
と

し
、
道
湯
川
村
（
現:

中
辺
路
町
）
を
本
拠
と

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
本
氏
は
、
戦
国

時
代
に
は
、
市
ノ
瀬
（
現:

上
富
田
町
）
の
竜

松
山
城
が
居
城
で
、
そ
の
麓
の
対
岸
に
館
が
あ

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。�

　
紀
州
の
山
本
氏
の
先
研
究
（
山
本
健
吉
氏
・

田
上
憲
一
氏
・
山
本
喜
平
氏
等
）
に
は
、
遠
祖

を
近
江
源
氏
と
す
る
玉
稿
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

興
禅
寺
文
書
で
の
家
紋
等
の
記
述
か
ら
甲
斐
源

氏
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
紀
州
（
熊

野
）
八
庄
司
流
諸
氏
系
図
の
先
研
究
（
長
谷
克

久
氏
）
で
は
、
紀
州
八
庄
司
は
熊
野
三
山
の
社

領
の
庄
司
で
あ
ろ
う
が
、
八
庄
司
の
称
号
を
与

え
ら
れ
た
者
は
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い
と�

し
、
南
紀
熊
野
風
土
記
・
安
宅
由
来
記
・
熊
野

歩
行
記
・
太
平
記
な
ど
に
よ
っ
て
山
本
氏
・
湯

川
氏
な
ど
二
十
余
り
の
氏
を
示
し
て
い
ま
す
。

同
書
の
山
本
氏
の
系
譜
で
は
、
山
本
判
官
忠
行

が
熊
野
八
庄
司
で
、
忠
行
の
子
山
本
判
官
忠
継

が
楠
木
氏
旗
下
と
さ
れ
、
山
本
判
官
忠
行
以
前

の
十
四
代
は
明
ら
か
で
な
い
と
し
な
が
ら
遠
祖

を
藤
原
永
尊
（
熊
野
別
当
一
二
代
）
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
説
が
生
じ
る
の
は
、
市
ノ

瀬
（
紀
州
）
の
山
本
氏
に
「
熊
野
の
人
」
と
の

伝
承
と
「
か
つ
て
本
宮
に
住
ま
い
」
と
の
史
料

が
あ
り
、
何
れ
も
遠
祖
と
山
本
忠
行
と
の
間
の

系
譜
が
明
ら
か
で
な
く
、
紀
州
で
は
山
本
氏
の

「
氏
」
の
発
祥
と
結
び
つ
く
と
こ
ろ
が
な
い
こ

と
に
よ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。�

　
紀
州
は
、
都
に
近
く
急
峻
な
地
形
で
覆
わ�

れ
、
都
か
ら
落
ち
て
再
起
を
は
か
る
要
衝
の
地

と
し
て
歴
史
に
登
場
し
ま
す
。
都
か
ら
姿
を
消

し
て
消
息
を
絶
っ
た
山
本
義
経
は
、
再
起
を
期

し
て
熊
野
の
山
中
に
ひ
そ
み
、
山
本
氏
の
祖
と

な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
近
江
源
氏�

山
本
氏
と
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
紀

州
の
歴
史
に
名
を
と
ど
め
た
山
本
氏
を
直
接
に

結
ぶ
史
料
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
で
す
。�

������������

【
山
本
義
経
一
族
空
白
の
軌
跡
】�

　
紀
州
の
山
本
氏
は
、
百
七
十
年
の
時
を
越
え

て
、
南
北
朝
の
争
乱
期
に
突
然
に
歴
史
に
躍
り

出
た
感
じ
が
し
ま
す
。
山
本
義
経
一
族
が
都
を

離
れ
河
内
・
和
泉
を
へ
て
紀
州
に
入
っ
た
の
は
、

源
行
家
の
行
動
と
絡
め
ば
寿
永
三
年
（
一
一
八

四
）
の
頃
で
し
ょ
う
。
そ
の
頃
の
紀
州
で
は
、

都
の
勢
力
と
絡
み
な
が
ら
各
庄
（
荘
）
の
覇
権

を
か
け
た
領
地
争
が
生
じ
て
い
ま
す
。
野
上
庄

の
近
く
荒
川
庄
・
田
仲
庄
や
隅
田
庄
な
ど
で
の

領
地
争
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
文
治
二
年
（
一
一

八
六
）
の
佐
藤
能
清
の
配
下
に
よ
る
荒
川
庄
の

押
領
は
鎌
倉
殿
下
（
頼
朝
）
の
仰
せ
を
騙
っ
た

も
の
で
す
（
和
歌
山
県
史
）
。
当
時
の
野
上
庄

は
、
岩
清
水
八
幡
宮
の
荘
園
で
、
中
村
庄
司
と

記
さ
れ
る
人
物
が
名
主
で
庄
司
殿
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
山
本
義
経
一
族
は
、
武
力

を
持
っ
た
客
分
で
領
地
を
守
る
庄
司
と
の
利
害

が
一
致
し
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
ま
す
。�

　
山
本
義
経
が
身
を
寄
せ
た
野
上
庄
は
、
紀
州

の
入
り
口
に
あ
り
、
既
に
多
く
の
荘
園
が
確
立

さ
れ
て
い
て
、
中
央
か
ら
の
政
治
支
配
の
影
響

も
受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
源
頼
朝
が
征
夷

大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
建
久
二
年
（
一

一
九
二
）
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り

も
前
、
源
頼
朝
の
天
下
が
固
ま
っ
た
頃
に
は
、

源
行
家
と
一
時
行
動
を
と
も
に
し
た
山
本
義
経

と
す
れ
ば
、
一
族
再
起
の
拠
点
と
な
る
荘
園
の

開
発
地
を
求
め
て
、
熊
野
の
山
深
く
に
分
け
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
頷
け
ま�

す
。
源
行
家
か
ら
熊
野
の
情
報
を
得
て
い
た
山

本
義
経
は
、
義
明
と
郎
党
の
一
部
を
野
上
庄
に

と
ど
め
、
荘
園
の
あ
る
海
岸
沿
い
を
避
け
て
、

高
野
山
か
ら
熊
野
へ
向
か
い
ま
す
。
目
指
す
は
、

熊
野
三
山
領
で
あ
り
な
が
ら
支
配
に
従
わ
な
い�

������������

山
主
（
金
堀
）
邑
（
史
料
が
な
く
本
宮
に
属
せ

ば
平
氏
方
か
）
後
の
入
鹿
庄
（
現:

三
重
県
紀

和
町
）
で
す
。
「
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
に
牟

婁
の
楊
枝
鉱
の
銀
が
貢
が
れ
た
」
と
の
記
録
（
紀

伊
続
風
土
記
）
か
ら
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）

の
頃
に
は
山
主
の
邑
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま

す
。
山
本
義
経
一
族
は
、
佐
藤
氏
が
荒
川
庄
を

押
領
し
た
如
く
に
、
熊
野
三
山
の
命
を
も
っ
て

山
主
の
邑
を
制
圧
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の

地
に
は
「
僻
遠
の
地
で
令
行
わ
れ
ず
、
山
中
の

守
護
と
し
て
京
よ
り
士
族
山
本
氏
を
招
く
」
（
姓

氏
家
系
大
辞
典
等
）
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏
に
は
三
子
が
あ
り
、
長
子
（
祖
の
起
源

に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
説
に
山
本
義
経
三

代
目
義
章
長
子
頼
兼
）
が
入
鹿
荘
の
地
頭
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
紀
和
町
史
）
。�

　
近
江
源
氏
発
祥
の
地
と
入
鹿
に
共
通
す
る
の

は
「
鍛
冶
」
で
す
。
湖
北
は
、
古
代
か
ら
製
鉄

の
地
で
、
湖
北
山
本
の
近
く
国
友
村
か
ら
後
世

に
鉄
砲
で
有
名
な
国
友
鍛
冶
が
で
ま
す
。
山
本

義
経
一
族
の
山
主
邑
（
後
の
入
鹿
荘
）
の
押
領

は
、
鉱
物
資
源
に
目
を
つ
け
、
タ
タ
ラ
職
人
を

伴
っ
て
の
も
の
で
、
刀
鍛
冶
も
後
に
招
い
た�

文書館だより�

５�

近江国の山本山城跡（湖北町）�

竜松山城址から富田川を望む（上富田町）�
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と
み
ら
れ
ま
す
。
刀
鍛
冶
（
包
貞
）
は
、
大
和

か
ら
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
明
ら
か

で
は
な
い
も
の
で
す
。
入
鹿
は
、
古
刀
期
に
大

和
手
掻
派
の
入
鹿
鍛
冶
と
し
て
名
を
残
し
、
湖

北
地
方
が
大
和
手
掻
派
の
一
大
拠
点
と
な
る
美

濃
地
方
と
接
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
で
は
な
い

よ
う
に
み
え
ま
す
（
日
本
刀
辞
典
等
）
。
ま
た
、

熊
野
の
山
主
集
団
は
、
戦
国
時
代
に
甲
斐
に
移

り
、
黒
川
金
山
の
金
山
衆
と
し
て
金
山
の
開
発

の
み
な
ら
ず
城
攻
め
の
武
功
（
熊
野
の
田
辺
四

郎
左
衛
門
尉
）
で
史
料
に
記
さ
れ
て
い
て
存
在

が
明
ら
か
で
す
（
山
梨
県
の
歴
史
等
）
。�

　
山
本
義
経
一
族
の
末
裔
は
、
入
鹿
の
近
辺
で

産
す
る
金
銀
銅
鉄
や
刀
な
ど
の
生
産
で
勢
力
を

蓄
え
て
本
宮
に
進
出
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
本

宮
の
山
本
氏
は
、
入
鹿
八
幡
宮
の
大
永
三
年
（
一

五
二
三
）
の
棟
木
の
一
族
寄
進
に
「
本
宮
ノ
氏

子
」
と
し
て
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
地
の
大
谷
鉱
山
は
、
岸
壁
に
刻
ま
れ
た
「
延

元
二
年
」
の
文
字
か
ら
南
北
朝
時
代
に
は
稼
動

し
、
入
鹿
の
鉱
物
資
源
が
南
朝
方
の
軍
資
金
の

一
つ
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
（
紀
和
町

史
等
）
。
入
鹿
に
入
っ
て
百
七
十
年
余
り
後
、

既
に
本
宮
に
居
を
構
え
て
い
た
紀
州
の
山
本
氏

は
、
南
北
朝
の
動
乱
を
背
景
と
し
て
、
熊
野
八

庄
司
山
本
判
官
忠
行
の
頃
に
、
現
在
の
国
道
三

一
一
号
に
沿
っ
て
田
邊
方
面
へ
勢
力
を
拡
大�

し
、
市
ノ
瀬
（
現:

上
富
田
町
）
に
土
着
し
た

と
み
ら
れ
ま
す
。
市
ノ
瀬
の
山
本
氏
に
は
、
本

宮
か
ら
の
進
出
で
あ
る
こ
と
を
示
す
興
禅
寺
文

書
な
ど
の
史
料
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
鹿
と

同
様
に
市
ノ
瀬
の
周
辺
に
は
、
清
水
・
鉛
山
谷
・

高
垣
な
ど
の
鉱
山
が
あ
り
、
「
古
く
よ
り
鉱
穴

あ
り
」
（
紀
伊
続
風
土
記
）
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
ノ
瀬
の
清
水
鉱
山
は
、
銀
を
含
有
す
る

方
鉛
鉱
を
産
出
す
る
銀
鉱
床
の
鉱
山
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
上
富
田
町
史
）
。
紀
州
の
山
本
氏

に
は
諸
説
が
あ
る
も
の
の
、
山
本
氏
の
居
城
が

市
ノ
瀬
（
竜
松
山
）
に
築
か
れ
た
意
味
こ
そ
が
、

本
宮
か
ら
入
鹿
を
介
し
て
鉱
物
資
源
と
鍛
冶
で

湖
北
の
山
本
へ
連
な
り
、
近
江
源
氏
説
を
裏
づ

け
す
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。�

��������������

ち
な
み
に
、
以
仁
王
か
ら
平�

氏
追
討
の
令
旨
を
取
り
付
け�

た
摂
津
源
氏
源
頼
政
の
摂
津�

に
は
多
田
銀
山
な
ど
の
鉱
山�

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
源
頼�

朝
は
、
源
義
経
に
か
ら
め
て�

奥
州
藤
原
氏
を
滅
ぼ
し
ま
し�

た
が
、
目
的
は
奥
州
の
金
で�

あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
ま
す
。�

こ
の
よ
う
に
、
鉱
物
資
源
は
、�

繁
栄
と
勢
力
の
保
持
に
と
っ�

て
有
力
な
手
段
で
あ
っ
た
の�

で
す
。
源
平
合
戦
の
近
江
源�

氏
山
本
氏
と
南
北
朝
争
乱
期
の
紀
州
山
本
氏
と

の
間
の
空
白
は
、
史
料
と
財
力
と
な
る
鉱
物
資

源
で
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
と
、
野
上
庄
を
へ
て
熊

野
へ
入
り
、
入
鹿
か
ら
本
宮
・
市
ノ
瀬
へ
と
転

回
し
、
百
七
十
年
余
り
後
に
、
再
び
野
上
庄
の

近
く
龍
門
山
の
戦
に
熊
野
八
庄
司
山
本
判
官
と

し
て
名
を
記
す
と
い
う
軌
跡
が
浮
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。�

　
そ
の
頃
の
野
上
庄
の
付
近
に
は
、
今
に
確
認

さ
れ
る
も
の
で
十
六
余
り
の
城
や
砦
が
築
か
れ

て
い
ま
す
。
法
然
寺
の
あ
る
小
高
い
丘
に
も
城

山
（
じ
ょ
う
や
ま
）
と
い
う
小
字
名
が
今
も
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
に
飯
盛
・
龍
門
、
近

く
に
楠
木
正
久
が
配
下
の
者
五
百
三
十
名
余
り

と
と
も
に
討
ち
死
し
た
篠
ケ
城
（
大
旗
山
）
の

古
戦
場
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
南
の
長
峯
山
脈

を
越
え
る
と
湯
浅
一
族
の
拠
点
で
あ
る
湯
浅
・

藤
並
・
石
垣
・
安
瀬
川
の
城
が
あ
り
、
西
の
藤

白
山
に
は
、
紀
伊
守
護
山
名
修
理
太
夫
義
理
が

入
っ
た
大
野
城
が
あ
り
ま
す
（
海
南
市
史
等
）
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
囲
ま
れ
た
野
上
庄
は
、
そ
の

後
も
軍
事
的
な
要
衝
の
地
に
あ
り
、
紀
州
に
入�

�������������

っ
た
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
公
は
、
黒
沢
山
の
山

頂
付
近
に
萩
原
御
殿
を
築
き
、
野
上
庄
に
御
狩

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
戦
国
の
余
韻
冷
め
や
ら

ぬ
頃
の
こ
と
、
山
上
か
ら
何
に
思
い
を
め
ぐ
ら

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。�

　
萩
原
御
殿
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
現
在
の
黒

沢
牧
場
の
休
憩
所
の
あ
た
り
と
の
こ
と
で
す
。

休
憩
所
か
ら
は
、
真
下
に
中
世
の
野
上
庄
が
見

え
、
北
西
に
和
歌
山
城
を
中
心
に
し
た
和
歌
山

市
、
正
面
に
自
然
の
要
害
で
あ
る
和
泉
山
脈
を

境
に
紀
ノ
川
平
野
が
遠
望
で
き
、
龍
門
山
か
ら

飯
盛
山
へ
続
く
山
な
み
、
手
前
に
篠
ケ
城
跡
、

西
に
大
野
城
跡
、
振
り
返
れ
ば
有
田
か
ら
熊
野

の
峯
々
へ
と
続
き
「
兵
ど
も
が
夢
の
あ
と
」
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
（
表
紙
写
真
参
照
）
。�

　
紀
州
の
山
本
氏
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
二
百

年
余
り
後
の
戦
国
時
代
ま
で
続
き
ま
す
。
竜
松

山
城
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
豊
臣

秀
吉
の
紀
州
攻
め
で
落
城
し
、
城
主
山
本
主
殿

頭
康
忠
は
奥
地
に
敗
走
す
る
も
の
の
、
一
年
後

に
藤
堂
高
虎
に
討
た
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　 

（
小
谷
　
正
・
駒
野
　
裕
佳
）�

文書館だより�
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近江源氏関連略系図�

「国史大辞典・系図纂要・和歌山県史にて作成」�

水車谷鉱山付近の楊枝川（紀和町）�

金鉱石（紀和町鉱山資料館展示）�
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今
年
度
の
歴
史
講
座
は
、
10
月
24
日（
日
）、

31
日（
日
）、
11
月
７
日（
日
）の
３
回
に
わ
た
っ

て
、
き
の
く
に
志
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
24
日
は
、
和
歌
山
県
立
田
辺
高
等
学
校
教
諭

の
土
永
知
子
氏
が
『
南
方
熊
楠
が
見
た
熊
野
の

自
然
と
そ
の
現
在
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

ま
し
た
。
熊
楠
の
時
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
、

熊
野
の
自
然
を
い
く
つ
も
の
観
点
か
ら
画
像
を

と
お
し
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
「
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ

っ
て
い
る
ビ
オ
フ
ィ
オ
リ
ア
（
自
然
を
愛
す
る

心
）
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
集
団
は
、
自
然
を

破
壊
し
す
ぎ
て
滅
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が

印
象
的
だ
っ
た
」「
熊
野
古
道
を
歩
き
た
く
な
っ

た
」
「
改
め
て
自
然
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
31
日
は
、
当
館
文
書
課
長
の
森
脇
義
夫
が
『
和

歌
山
の
街
道
（
古
座
街
道
・
高
野
街
道
）
１
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
当
館
嘱
託
研
究
員
の
伊
藤

信
明
が
『
明
治
二
十
二
年
大
洪
水
と
熊
野
本
宮

大
社
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
森

脇
課
長
は
、
紀
南
地
方
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ

る
熊
野
街
道
の
本
線
が
、
明
治
38
年
に
大
辺
路

に
確
定
す
る
ま
で
の
様
子
を
、
当
時
有
力
視
さ

れ
て
い
た
古
座
街
道
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

古
座
街
道
に
傾
き
か
け
て
い
た
流
れ
を
白
紙
に

戻
し
、
そ
の
後
の
街
道
整
備
に
も
影
響
を
与
え

た
の
が
、
明
治
22
年
の
大
水
害
で
し
た
。
こ
の

大
水
害
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
研
究
員
が
、
堀
家

文
書
の
「
明
治
廿
二
年
八
月
一
八
日
我
和
歌
山

県
下
前
代
未
聞
ノ
大
洪
水
ニ
附
和
歌
山
新
聞
抜

萃
記
」
か
ら
紀
伊
半
島
を
襲
っ
た
台
風
に
よ
る

県
内
の
洪
水
の
被
害
状
況
や
熊
野
本
宮
大
社
の

社
殿
流
失
の
様
子
を
、
当
時
の
公
文
書
か
ら
熊

野
本
宮
大
社
の
社
殿
が
大
斎
原
か
ら
現
在
の
場

所
に
復
旧
す
る
ま
で
の
再
建
の
取
り
組
み
の
様

子
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
７
日
も
、
森
脇
課
長
が
『
和
歌
山
の
街
道
（
古

座
街
道
・
高
野
街
道
）
２
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
し
ま
し
た
。
高
野
参
詣
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト

が
、
大
正
に
な
る
と
従
来
の
橋
本
ル
ー
ト
、
粉

河
ル
ー
ト
、
笠
田
ル
ー
ト
の
３
ル
ー
ト
か
ら
、

高
野
口
駅
〜
椎
出
〜
神
谷
を
通
る
新
高
野
街
道

へ
と
変
遷
す
る
様
子
を
、
明
治
・
大
正
期
の
交

通
事
情
や
県
の
道
路
政
策
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

紹
介
し
ま
し
た
。
受
講
者
に
よ
る
と
、
県
会
の

論
戦
の
様
子
が
興
味
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。�

　
多
く
の
受
講
者
の
方
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
和

歌
山
の
歴
史
を
も
っ
と
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら

に
魅
力
あ
る
講
座
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
中
村
　
憲
司
）�

���������������

���

　
橋
本
・
伊
都
地
域
と
有
田
地
域
で
実
施
中
の

民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
関
す
る
研
修

会
が
16
年
11
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
国
立
公
文

書
館
梅
原
康
嗣
氏
と
、
和
歌
山
県
総
務
部
総
務

学
事
課
萩
原
享
氏
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
本
調

査
の
調
査
員
の
外
、
県
内
市
町
村
の
市
町
村
史

編
さ
ん
担
当
・
教
育
委
員
会
文
化
財
担
当
者
や
、

合
併
を
進
め
る
市
町
村
の
文
書
主
管
課
・
合
併

協
議
会
の
方
々
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。�

①
梅
原
康
嗣
氏
の
講
演
　�

　
「
新
た
な
時
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」�

　
梅
原
氏
は
、
民
間
所
在
資
料
（
古
文
書
）
か

ら
国
の
公
文
書
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
文
書

の
保
存
に
つ
い
て
の
専
門
家
で
、
国
際
的
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
最
近
よ
く
耳
に
す
る

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
館
の

よ
う
な
（
公
）
文
書
館
施
設
、
或
い
は
そ
こ
で

保
存
さ
れ
る
べ
き
歴
史
的
文
書
（
記
録
）
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
め
ぐ
る
国

内
外
の
最
新
情
報
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
国
で
は
、
小
泉
首
相
が
国
会
の
施
政
方
針
演

説
で
公
文
書
館
制
度
の
整
備
に
触
れ
る
等
、
動

き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
前
の
福
田
官
房
長

官
時
代
か
ら
公
文
書
館
制
度
の
研
究
が
始
ま
り
、

現
細
田
官
房
長
官
の
諮
問
機
関
「
公
文
書
等
の

適
切
な
管
理
、
保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
懇
談

会
」
が
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
我
が
国
の
公
文
書
館
の
制
度
・
規
模
・

職
員
数
等
は
、
他
の
主
要
国
と
比
べ
著
し
く
立

ち
後
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
原
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
化
や
市
町
村
合
併
が
進
ん
で

い
る
現
状
に
も
触
れ
、
重
要
な
記
録
を
未
来
に

残
す
公
文
書
館
制
度
の
充
実
が
、
民
主
主
義
国

家
で
あ
る
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

�������������

②
萩
原
　
享
氏
の
講
演�

　
「
和
歌
山
県
の
公
文
書
管
理
制
度
」�

　
本
研
修
会
で
は
平
成
14
年
度
以
降
、
市
町
村

合
併
に
伴
う
公
文
書
保
存
に
つ
い
て
の
講
演
も

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
公
文
書
の
適
切
な
管

理
の
具
体
例
と
し
て
、
県
の
公
文
書
管
理
制
度

を
、
県
総
務
学
事
課
職
員
が
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
萩
原
氏
は
、「
県
の
保
有
す
る
情
報
は
、
県
民

の
共
有
の
財
産
で
あ
」
り
、「
県
民
の
知
る
権
利
」

と
「
行
政
の
説
明
責
任
」
に
つ
い
て
明
記
し
た

情
報
公
開
条
例
の
理
念
に
つ
い
て
触
れ
、
情
報

公
開
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
前

提
と
し
て
適
切
な
文
書
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
情
報
公
開
制
度
と
公
文
書
管

理
制
度
は
ま
さ
に
「
車
の
両
輪
」
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
和
歌
山
県
庁
の
公
文
書

管
理
制
度
を
詳
し
く
説
明
し
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
更
な
る
適
正
化
の
推
進
と
、
電
子
県
庁

化
へ
の
対
応
を
挙
げ
ま
し
た
。
　
（
藤
　
隆
宏
）�

文書館だより�

７�

歴

史

講

座�

平
成
16
年
度
民
間
所
在
資
料
調
査
員
研
修
会�

　
「
新
た
な
時
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」�

　
「
和
歌
山
県
の
公
文
書
管
理
制
度
」�

土永知子氏の講演�

梅原康嗣氏の講演�



����

　
平
成
16
年
度
も
貴
重
な
歴
史
資
料
・
文
献
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
大
切
に
保
存
し
ま
す
。�

・
笠
原
正
夫
氏�

　
　
昭
和
32
年
10
月
か
ら
平
成
12
年
６
月
ま
で

　
の
「
歴
史
地
理
教
育
」
５
２
８
点�

・
遠
藤
富
士
子
氏�

　
　
飴
谷
栄
衛
氏
旧
蔵
図
書
（
市
史
、
町
史
、

　
「
山
内
家
史
料 

幕
末
維
新 

第
９
編
〜
第
15�

　
編
」
な
ど
）
１
６
９
点�

���������������������

��

○
　
古
文
書
講
座�

　
開
催
時
期
　
冬
　
期�

　
回
　
　
数
　
５
　
回�

　
会
　
　
場
　
き
の
く
に
志
学
館�

　
受
講
料
　
無
　
料�

　
申
込
方
法
　
詳
細
は
広
報
紙
等
に
掲
載
　
　�

　
　
古
文
書
に
関
心
が
あ
り
、
古
文
書
の
基
礎�

　
知
識
を
習
得
し
た
い
方
を
対
象
に
開
催
し
ま�

　
す
。�

�

○
　
歴
史
講
座�

　
開
催
時
期
　
秋
　
期�

　
回
　
　
数
　
３
　
回�

　
会
　
　
場
　
き
の
く
に
志
学
館�

　
受
講
料
　
無
　
料�

　
申
込
方
法
　
詳
細
は
広
報
紙
等
に
掲
載�

　
　
和
歌
山
県
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

○
　
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査�

　
　
県
内
の
個
人
の
お
宅
や
蔵
、
寺
社
等
で
保�

　
存
さ
れ
て
い
る
記
録
類
（
古
文
書
等
）
が
ど�

　
こ
に
、
ど
ん
な
状
態
で
あ
る
か
（
保
存
状
況
）

　
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
の
調
査
員�

　
が
電
話
・
訪
問
に
よ
り
調
査
し
ま
す
の
で
ご�

　
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
所
蔵
者
の
方�

　
に
限
ら
ず
、
文
書
の
所
在
を
ご
存
じ
の
方
は�

　
是
非
文
書
館
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

�

○
　
常
設
展
示�

　
　
収
蔵
資
料
を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ�

　
く
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
は
き
の
く
に
志
学
館�

　
正
面
玄
関
及
び
文
書
館
入
口
に
、
ケ
ー
ス
展�

　
示
は
文
書
館
閲
覧
室
に
常
設
し
て
い
ま
す
。�

����

○
　
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に

　
　
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
文
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で

　
　
で
す
。�

○
　
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
　
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。�

��

　�火
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時�

土
曜
日
・
日
曜
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時�

５
月
５
日
・
11
月
３
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時�

���

○
　
月
曜
日
・
国
民
の
休
日
（
５
月
５
日
・
11�

　
　
月
３
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
月

　
　
曜
日
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

○
　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）�

○
　
館
内
整
理
日
（
毎
月
初
日
・
１
月
５
日
・

　
　
月
の
初
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
翌
日
も
休

　
　
館
）�

○
　
特
別
整
理
期
間
（
毎
年
６
月
中
に
10
日
間
）�

����

����

　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分�

　
JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分�

　
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分�

������������������

文書館だより�

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー�

至海南�

至
天
王
寺�

●市役所�

県庁�
　●�紀ノ川�

紀ノ川大橋�

　　　　　　●�
サンピア和歌山�

和歌山県立文書館�

至和歌浦�

車庫前�
バス停�

けやき大通り�

国
体
道
路�

高松�
バス停�

和歌山城�

JR
紀
勢
本
線�

JR
和
歌
山
駅�

N

南
海
和
歌
山
市
駅�

中
央
通
り（
国
道
42
号
線
）�

◇ホームページアドレス◇�

http://www.wakayama-lib.go.jp/monjyo/montop.htm

文

書

館

の

利

用

案

内�

◇

利

用

方

法

◇�

平
成
17
年
度
事
業
の
お
知
ら
せ�

◇

交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◇�

◇

開

館

時

間

◇�

◇

休

館

日

◇�

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
16
号�

　
平
成
17
年
２
月
28
日
　
発
　
行�

　
編
集
・
発
行
　
和
歌
山
県
立
文
書
館�

　
〒
六
四
一
ー
〇
〇
五
一�

　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七
―
三
八�

　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内�

　
電
　
話
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
〇�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
一�

　
印
　
刷
　
有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所�

貴
重
な
資
料
・
文
献
の
寄
贈�

８�
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